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▲感謝状を渡す金子局長（左）と受け取る菅家町長（右）
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回
道
の
駅
検
討
委
員
会

道
の
駅
設
置
に
向
け
て

　
８
月
19
日
、
個
人
県
民
税
優
良
町
村

に
対
す
る
知
事
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
役

場
で
行
わ
れ
、
只
見
町
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
31
年
度
に
お
け
る
只

見
町
の
個
人
県
民
税
の
納
付
が
優
秀
な

成
績
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
、
納
付
率
は
99
・
8
％
と
な
り

ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
金
子
市
夫
南
会
津
振

興
局
長
か
ら
菅
家
町
長
へ
感
謝
状
が
伝

達
さ
れ
、
金
子
局
長
は
「
町
民
の
方
々

に
納
税
へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
い

た
し
ま
す
」
と
納
税
優
良
に
対
し
て
称
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
、
２
日
に
会
津
学
鳳
高
校

の
生
徒
40
人
が
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
以
降
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
「
地

域
野
外
研
修
」
と
し
て
只
見
町
を
訪
れ

ま
し
た
。
同
校
は
、
野
外
研
修
に
毎
年

只
見
町
を
訪
れ
て
お
り
、
今
年
で
10
年

目
と
な
り
ま
す
。

　
研
修
で
は
、
黒
谷
川
流
域
で
絶
滅
危

惧
種
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
の
観
察
や
、
恵
み

の
森
で
森
林
更
新
の
現
場
を
目
の
当
た

り
に
す
る
な
ど
、
只
見
町
の
自
然
環
境

を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

生
徒
は
、
普
段
は
間
近
で
見
る
こ
と
が

文部科学省が科学技術や理科・数学教育を重点的
に行う高校を指定する制度です。福島県内では、会
津学鳳高校、福島高校、安積高校の３校が指定校
になっています。

□学習指導要領によらない教育課程を編成・実施し、
　理科・数学に重点を置いたカリキュラムの開発
□科学クラブ等活動の充実、また各種のコンテスト
　などへの参加
□トップクラスの研究者や技術者等との交流や全国
　の SSH の生徒相互の交流

な
い
植
物
や
広
大
な
自
然
の
中
で
、
多

く
の
発
見
を
得
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

　
指
導
教
諭
の
越
尾
英
仁
先
生
は
、

「
毎
年
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
る
只
見
町
の
自
然
を
体
験
さ

せ
る
た
め
に
訪
問
し
て
い
る
が
、
ナ
ラ
の

二
次
林
や
ブ
ナ
の
自
然
林
が
人
の
暮
ら
し

と
調
和
し
て
い
て
理
想
的
な
実
習
地
で

す
。
受
入
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
も
研

修
地
に
選
ん
で
い
る
理
由
の
一
つ
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
坂
下

営
業
所
よ
り
、
１
０
８
，
７
０
０
円
が

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
で

は
、
社
会
貢
献
活
動
「
私
の
地
元
応
援

募
金
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
事
業
の
一
環
で
、
従
業
員
ら
の
募

金
と
会
社
の
寄
付
金
を
合
わ
せ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に

と
町
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
７
日
、
佐
々
木
営
業
所
長
ら
が

来
庁
し
、
菅
家
町
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。
有
効
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲仕事紹介をした只見町の若手職員
　（左から目黒誠也さん、菊地優花さん、
　石川貴大さん）

◀道の駅検討
　委員会の様子

▲あいさつをする目黒会長

「
ふ
る
さ
と
只
見
案
内
人
協
会
」設
立

「
ふ
る
さ
と
只
見
案
内
人
協
会
」設
立

雄
大
な
自
然
の
案
内
人

　
８
月
24
日
、
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
に

て
、
只
見
町
の
ガ
イ
ド
組
織
「
ふ
る
さ

と
只
見
案
内
人
協
会
」
の
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

町
と
し
て
、
自
然
保
護
、
社
会
経
済
の

発
展
、
地
域
を
担
う
人
材
育
成
を
意
識

し
な
が
ら
、
只
見
町
の
魅
力
を
楽
し
く
、

安
全
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
目
黒
良
樹
会
長
は
、「
本
協
会
の
目
的

の
も
と
に
、
活
動
を
大
き
く
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
普

及
啓
発
に
関
す
る
事
業
や
町
内
外
及
び

海
外
交
流
、
研
修
・
人
材
育
成
等
の
事

業
を
行
う
予
定
で
す
。

　
次
回
は
、
10
月
に
只
見
町
の
道
の
駅

と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
会
議
、
11
月
に
第
３
回
検
討
委

員
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
委
員
会
資
料
に
つ
い
て
は
、
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　
７
月
28
日
、
８
月
21
日
に
「
道
の
駅

検
討
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
は
、
関
係
機
関
の
代
表
者

や
公
募
者
を
合
わ
せ
て
19
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
で
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長

の
選
任
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
篠
原
靖

さ
ん
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
准
教
授
）、

副
委
員
長
に
鈴
木
厚
さ
ん
（
只
見
町
区

長
連
絡
協
議
会
長
）
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
今
後
の
計
画
や
検
討
委

員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
や
現
時
点

で
の
各
委
員
の
道
の
駅
に
対
す
る
意
見

や
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
で
は
、
第
１
回
の
意
見
等
を

基
に
道
の
駅
の
運
営
方
針
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。
篠
原
委
員
長

は
「
来
訪
者
が
目
的
地
と
し
て
目
指
す

よ
う
な
観
光
拠
点
の
『
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

型
』
だ
け
で
な
く
、
商
品
開
発
の
加
工

施
設
（
産
業
振
興
）
や
高
齢
者
へ
の
宅

配
サ
ー
ビ
ス
や
若
者
・
子
育
て
世
代
が

集
え
る
場
所
等
（
地
域
福
祉
）
の
機
能

を
も
つ
『
地
域
セ
ン
タ
ー
型
』
を
併
せ
た

次
世
代
型
の
道
の
駅
も
出
て
き
て
い
る
。

町
に
合
っ
た
道
の
駅
を
検
討
し
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
20
日
、21
日
に
公
務
員
に
関
心
の

あ
る
学
生
や
社
会
人
に
向
け
て
、オ
ン
ラ
イ

ン
町
村
役
場
見
学
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、只

見
町
を
含
め
て
11
町
村
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、県
が
町
村
職
員
の
採
用

活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、就
職
希
望
者

へ
町
村
や
仕
事
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、町
村
職
員
を
目
指
す
若
者
を
増
や
し
、

将
来
的
な
職
員
確
保
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

　
只
見
町
か
ら
は
、
若
手
職
員
３
名
が

出
席
し
、
目
黒
誠
也
さ
ん
は
「
地
元
に

恩
返
し
が
し
た
い
と
思
い
職
員
に
な
り
ま

し
た
。
申
告
相
談
会
な
ど
、
町
民
の
方

の
お
手
伝
い
を
出
来
る
こ
と
が
や
り
が
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ユビソヤナギを観察する生徒

▲目録を贈呈する佐々木所長（右）と菅家町長（左）

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）とは

取組み例

▲道の駅検討
　委員会資料は
　こちらから
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▲感謝状を渡す金子局長（左）と受け取る菅家町長（右）
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樹
会
長
は
、「
本
協
会
の
目
的

の
も
と
に
、
活
動
を
大
き
く
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
普

及
啓
発
に
関
す
る
事
業
や
町
内
外
及
び

海
外
交
流
、
研
修
・
人
材
育
成
等
の
事

業
を
行
う
予
定
で
す
。

　
次
回
は
、
10
月
に
只
見
町
の
道
の
駅

と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
会
議
、
11
月
に
第
３
回
検
討
委

員
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
委
員
会
資
料
に
つ
い
て
は
、
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　
７
月
28
日
、
８
月
21
日
に
「
道
の
駅

検
討
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
は
、
関
係
機
関
の
代
表
者

や
公
募
者
を
合
わ
せ
て
19
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
で
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長

の
選
任
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
篠
原
靖

さ
ん
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
准
教
授
）、

副
委
員
長
に
鈴
木
厚
さ
ん
（
只
見
町
区

長
連
絡
協
議
会
長
）
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
今
後
の
計
画
や
検
討
委

員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
や
現
時
点

で
の
各
委
員
の
道
の
駅
に
対
す
る
意
見

や
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
で
は
、
第
１
回
の
意
見
等
を

基
に
道
の
駅
の
運
営
方
針
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。
篠
原
委
員
長

は
「
来
訪
者
が
目
的
地
と
し
て
目
指
す

よ
う
な
観
光
拠
点
の
『
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

型
』
だ
け
で
な
く
、
商
品
開
発
の
加
工

施
設
（
産
業
振
興
）
や
高
齢
者
へ
の
宅

配
サ
ー
ビ
ス
や
若
者
・
子
育
て
世
代
が

集
え
る
場
所
等
（
地
域
福
祉
）
の
機
能

を
も
つ
『
地
域
セ
ン
タ
ー
型
』
を
併
せ
た

次
世
代
型
の
道
の
駅
も
出
て
き
て
い
る
。

町
に
合
っ
た
道
の
駅
を
検
討
し
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
20
日
、21
日
に
公
務
員
に
関
心
の

あ
る
学
生
や
社
会
人
に
向
け
て
、オ
ン
ラ
イ

ン
町
村
役
場
見
学
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、只

見
町
を
含
め
て
11
町
村
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、県
が
町
村
職
員
の
採
用

活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、就
職
希
望
者

へ
町
村
や
仕
事
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、町
村
職
員
を
目
指
す
若
者
を
増
や
し
、

将
来
的
な
職
員
確
保
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

　
只
見
町
か
ら
は
、
若
手
職
員
３
名
が

出
席
し
、
目
黒
誠
也
さ
ん
は
「
地
元
に

恩
返
し
が
し
た
い
と
思
い
職
員
に
な
り
ま

し
た
。
申
告
相
談
会
な
ど
、
町
民
の
方

の
お
手
伝
い
を
出
来
る
こ
と
が
や
り
が
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ユビソヤナギを観察する生徒

▲目録を贈呈する佐々木所長（右）と菅家町長（左）

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）とは

取組み例

▲道の駅検討
　委員会資料は
　こちらから
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